
日本イコモス記者会見資料 2024年 9月24日

2023年11月調査



並木 A 列 樹高
（ｍ）

幹周
（cm）

葉張り
（ｍ）

評価

A-11
毎木調査番号
２９

２３．０ ２８３ １０．０ d
梢・樹幹枯損

2022年11月7日 2024年 9月19日

シェークシャッ
ク前

2年前より、
さらに悪化

樹勢回復方法に
重大な欠陥

盛土の与える影
響が検討されて
おらず、改善が
行われていない。
イコモス、樹木
医、指摘済み



並木 A 列目
（青山口から絵画館
方向 左手より）

樹高
（ｍ）

幹周
（cm）

葉張り
（ｍ）

評価

A-２２
毎木調査番号 ４０

２４．０ ２１５ １０．０ Cー
要注意

2022年 11月 7日 2023年 7月 27日

灌水

2024年 9月 19日

更に悪化



衰退したイチョウの回復方法に重大な問題
①一本一本のイチョウの病状を考慮しない画一的施工
②生物多様性への配慮が皆無
③いちょう並木東側の現存植生に全く学んでいない。

正しい植生調査が行われなかったため、回復の基準を認識していない。
④至急、見直し、検討が必要

西側
画一的施工、
生物多様性皆無

東側
立地の多様性を反映
生物多様性の宝庫

現存植生調査が行われていれば、
指針ができる



https://www.teguchi.info/weather/summer/extremely-hot-day/


